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広報なかがわ
2010. 11月号 ２

問　

情
報
受
信
器
が
壊
れ
た
ら
？

答　

普
通
に
使
っ
て
い
て
故
障
し

た
と
き
は
、
役
場
で
修
理
や
交
換

を
し
ま
す
。
故
意
に
壊
し
た
と
き

は
、
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問　

町
の
光
フ
ァ
イ
バ
に
つ
な
ぐ

と
今
使
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
ア
ン
テ

ナ
は
い
ら
な
く
な
り
ま
す
か
？

答　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
Ｂ
Ｓ

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
電
波
を
配
信
し

ま
す
の
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
は
必
要
な
く

な
り
ま
す
。
今
使
っ
て
い
る
テ
レ

ビ
ア
ン
テ
ナ
で
地
デ
ジ
放
送
が
見

ら
れ
る
場
合
は
、町
の
光
フ
ァ
イ
バ

を
使
わ
な
く
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

問　

Ｂ
Ｓ
や
1
1
0
度
Ｃ
Ｓ
放
送

は
見
ら
れ
ま
す
か
？

答　

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
Ｂ

Ｓ
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
あ
れ
ば
見
ら
れ

ま
す
が
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

有
料
番
組
は
、
テ
レ
ビ
放
送
会
社

と
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
1
1

0
度
Ｃ
Ｓ
放
送
を
見
る
た
め
に
は
、

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
用
意
と
テ

問　

二
世
帯
住
宅
で
2
回
線
の
電

話
が
あ
る
と
き
、
情
報
受
信
器
は

2
台
つ
き
ま
す
か
？

答　

2
台
設
置
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
の
場
合
は
、
世
帯
の
条
件

を
事
前
調
査
し
た
際
に
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
希
望
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　

情
報
受
信
器
（
右
上
の
写
真
）

に
つ
い
て
い
る
町
内
用
テ
レ
ビ
電

話
は
有
料
で
す
か
？

答　

無
料
で
す
。

問　

今
持
っ
て
い
る
電
話
機
は

い
ら
な
く
な
り
ま
す
か
？

答　

情
報
受
信
器
の
電
話
は
、
町

内
専
用
で
す
。
今
お
持
ち
の
電
話

機
は
町
外
へ
の
通
話
の
際
に
必
要

に
な
り
ま
す
。

問　

情
報
受
信
器
で
お
知
ら
せ
が

来
る
よ
う
に
な
る
と
、
紙
の
広
報

な
か
が
わ
な
ど
は
な
く
な
り
ま
す

か
？

答　

当
面
は
今
ま
で
ど
お
り
発
行

し
ま
す
。

情
報
受
信
器
の
こ
と

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
の
こ
と

フ
レ
ッ
ツ
光「
利
用
意
向
確
認
書
」を
提
出
し
て

申
し
込
ん
だ
方
に
な
か
が
わ
商
品
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

問　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
配

線
工
事
は
有
料
で
す
か
？

答　

平
成
23
年
2
月
末
ま
で
は
無

料
で
す
。
そ
の
後
は
、
個
人
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ビ
の
地

デ
ジ
化
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
　
　

（
次
号
に
つ
づ
く
）

レ
ビ
放
送
会
社
と
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

問　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

を
見
る
た
め
に
料
金
は
か
か
り
ま

す
か
？

答　

有
料
に
す
る
か
ど
う
か
は
、

平
成
23
年
12
月
を
目
途
に
決
め
ま

す
。

　

中
川
町
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
推
進
協
議
会
で
は
、
フ
レ
ッ
ツ
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
し
、
同
協
議
会
に
「
利
用
意
向
確
認
書
」
を
提
出
し

て
申
し
込
み
を
し
た
方
に
「
6
0
0
0
円
分
の
な
か
が
わ
商
品
券
」
を
差
し
上
げ

ま
す
（
商
品
券
の
進
呈
ま
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
後
、
約
3
ヶ
月
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
利
用
意
向
確
認
書
の
提
出
後
に
家
電
量
販
店
な
ど
で
契
約
申
し
込
み
を
し

た
場
合
は
、
商
品
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
）。

　

利
用
意
向
確
認
書
の
提
出
後
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
意
思
確
認
を
し
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
の
詳
し
い
内
容
な
ど
は
、
訪
問
す
る
担
当
者
（
社
員
証
、
販
売
許
可
証
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

利
用
意
向
確
認
書
の
提
出
は
、
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
利
用
意
向
確
認
書
の
配
布
、
提
出
先
】

　

中
川
町
商
工
会
事
務
局　
　

☎
7
―
2
1
1
7

　

Ｊ
Ａ
北
は
る
か
中
川
支
所　

☎
7
―
2
8
2
1

【
利
用
意
向
確
認
書
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
川
町
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
推
進
協
議
会
事
務
局

　

（
役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
）　

☎
7
―
2
8
1
1

【
フ
レ
ッ
ツ
光
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
北
海
道
旭
川
支
店　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
担
当

　

☎
0
8
0
0
―
8
0
0
―
5
5
8
6
（
通
話
料
無
料
）

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2811

光ファイバ通信
Q&A



３ 広報なかがわ
2010. 11月号

　

中
川
町
で
は
、
北
海
道
労
働
金

庫
と
提
携
し
て
、
勤
労
者
の
皆
さ

ん
へ
の
貸
付
金
制
度
を
行
っ
て
い

ま
す
。
北
海
道
労
働
金
庫
に
口
座

が
な
い
方
に
は
、
口
座
を
開
設
し

て
い
た
だ
く
な
ど
の
条
件
が
あ
り

ま
す
が
、
す
べ
て
の
勤
労
者
の
皆

さ
ん
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

次
の
2
つ
の
貸
付
金
制
度
が
あ
り

ま
す
（
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に

添
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

■
中
川
町
勤
労
者
生
活
資
金
融
資

　

（
融
資
枠
1
0
0
0
万
円
）

　

生
計
費
、
耐
久
消
費
財
購
入
費
、

レ
ジ
ャ
ー
費
、
医
療
費
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
に
つ
い
て
は
1
0

0
万
円
、
教
育
費
に
つ
い
て
は
1

5
0
万
円
を
限
度
に
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
率
は
、
教
育
費
2
・
39
％
、

教
育
費
以
外
は
2
・
81
％
（
と
も

に
保
証
料
別
途
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

融
資
枠
は
、
平
成
22
年
9
月
30

日
現
在
で
3
件
の
貸
付
が
あ
り
、

残
額
約
8
0
0
万
円
で
す
。

■
中
川
町
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資

　

（
融
資
枠
2
0
0
0
万
円
）

　

自
己
ま
た
は
親
族
の
居
住
に
関

す
る
住
宅
の
購
入
や
マ
ン
シ
ョ
ン

の
購
入
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
土
地
付

建
物
の
購
入
な
ど
の
目
的
で
8
0

0
万
円
を
限
度
に
融
資
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

利
率
は
、
2
・
39
％
（
保
証
料

別
途
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

融
資
枠
は
、
平
成
22
年
9
月
30

日
現
在
で
2
件
の
貸
付
が
あ
り
、

残
額
約
1
4
0
0
万
円
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課
総
務
町
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
1

北
海
道
労
働
金
庫
名
寄
支
店

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
2
2
7
0

中
川
町
勤
労
者
貸
付
金
制
度
を

中
川
町
勤
労
者
貸
付
金
制
度
を

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

中
川
町
勤
労
者
貸
付
金
制
度
を

　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

問い合わせ　総務課総務町政室　☎7－2811

接　　遇

会　　費

祝 い 金

寸　　志

協賛金・負担金

見 舞 金

合　　　　　　　　　計

支　　出　　項　　目

〔上半期＝4月1日～9月30日、下半期＝10月1日～翌年3月31日〕

1

2

3

4

5

6

（単位：円）

14

20

20

4

0

34

92

146,378

100,000

211,200

35,800

0

320,319

813,697

4

12

14

3

0

20

53

33,990

52,000

126,200

30,800

0

198,350

441,340

外部（国・道、関係機関）との公の意見交換ま
たは折衝などに必要な土産などの購入、情報収
集のための懇親会などを開催する場合とし、社
会通念上妥当と認める範囲の額とする。

懇談会、懇親会、祝賀会など（２万円を限度と
する）。

周年、設立記念式、祝賀会慶事など、招待・会
費不要の場合（2万円を限度とする）。

町内協賛行事（１万円を限度とし、補助金・負
担金などの重複支出はしない）、諸議会負担金。

中川町慶弔規程による葬儀における香典、供花、
供物など、災害などに係る義援金を支出すると
きは協議する。

総会懇親会、交礼会、基金造成ビールパーティ
ーなど、招待・会費不要の場合（２万円を限度
とする）各種全国大会などに出場する個人また
は団体（３万円を限度とする）（各課・教育委
員会などで対応するものは除く）。

町長交際費の支出内訳を公表します

10

8

6

1

0

14

39

112,388

48,000

85,000

5,000

0

121,969

372,357

4

11

6

2

3

26

52

58,690

61,000

62,200

15,000

22,223

295,197

514,310

件数 金　額

平成21年度年間合計

件数 金　額

平成21年度下半期

件数 金　額件数 金　額

平成21年度上半期平成22年度上半期



　

地
方
自
治
体
の
財
政
の
早
期
健

全
化
と
財
政
再
生
、
公
営
企
業
の

経
営
の
健
全
化
を
目
的
に
、
平
成

19
年
6
月
に
成
立
、
公
布
さ
れ
た

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

に
関
す
る
法
律
（
平
成
19
年
6
月

22
日
法
律
第
94
号
）
」
に
基
づ
き
、

平
成
19
年
度
か
ら
各
年
度
の
決
算

の
数
値
を
基
に
算
定
し
た
4
つ
の

「
健
全
化
判
断
比
率
（
①
実
質
赤

字
比
率
、
②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

③
実
質
公
債
費
比
率
、
④
将
来
負

担
比
率
）」
と
公
営
企
業
の
「
資
金

不
足
比
率
」
を
公
表
し
て
お
り
、

平
成
21
年
度
決
算
の
数
値
を
公
表

し
ま
す
。

「
早
期
健
全
化
基
準
」
「
経
営

健
全
化
基
準
」
を
超
え
る
と
、

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
。
「
財
政
再

生
基
準
」
を
超
え
る
と
、
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
。

制
度
の
背
景
及
び
概
要

「
経
営
健
全
化
基
準
」
が
設
け
ら

れ
、
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
公

営
企
業
会
計
ご
と
に
「
経
営
健
全

化
計
画
」
を
定
め
、
自
主
的
か
つ

計
画
的
に
経
営
の
健
全
化
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
（
比

率
）
の
算
定
し
た
範
囲
は
、
下
図

の
と
お
り
、
地
方
自
治
体
の
す
べ

て
の
会
計
を
対
象
と
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
方
自
治
体

が
加
入
し
て
い
る
一
部
事
務
組
合

や
広
域
連
合
、
さ
ら
に
地
方
自
治

体
が
出
資
し
て
い
る
地
方
公
社
や

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
団
体
に
対

す
る
負
担
金
な
ど
も
含
め
て
算
定

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

4
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
に
は

「
早
期
健
全
化
基
準
」
が
そ
れ
ぞ

れ
設
け
ら
れ
、
各
年
度
の
決
算
数

値
を
基
に
算
定
し
た
指
標
（
比
率
）

が
、
1
つ
で
も
そ
の
基
準
を
超
え

た
場
合
は
、「
財
政
健
全
化
計
画
」

を
定
め
、
自
主
的
か
つ
計
画
的
に

財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
自
主
的
な
財
政
の
健

全
化
を
図
る
こ
と
が
困
難
と
さ
れ

る
「
財
政
再
生
基
準
」
が
将
来
負

担
比
率
を
除
く
3
指
標
（
比
率
）

に
設
け
ら
れ
、
1
つ
で
も
そ
の
基

準
を
超
え
た
場
合
は
、
「
財
政
再

生
計
画
」
を
定
め
、
総
務
大
臣
に

報
告
、
同
意
を
得
て
財
政
の
再
生

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
資
金
不
足
比
率
に
は
、

広報なかがわ
2010. 11月号 ４

①
実
質
赤
字
比
率

中　
　
　

川　
　
　

町

普　

通　

会　

計

公
営
事
業
会
計

特
別
会
計

一　　般　　会　　計

資金不足
比　　率

国民健康保険特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
老 人 保 健 特 別 会 計

北海道市町村総合事務組合
北海道市町村備荒資金組合
北海道市町村職員退職手当組合
北海道町村議会議員公務災害補償等組合
北海道後期高齢者医療広域連合
西 天 北 五 町 衛 生 施 設 組 合
上 川 北 部 消 防 事 務 組 合
上川教育研修センター組合

中 川 町 地 域 開 発 振 興 公 社 

※うち公営企業会計
簡 易 水 道 事 業 会 計
農業集落排水事業会計

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率

【一部事務組合・広域連合】

《健全化判断比率などの対象図》

【地方公社・第三セクターなど】

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
中
川
町
の「
健
全
化
判
断
比
率
等
」を
公
表
し
ま
す



５ 広報なかがわ
2010. 11月号

収
入
の
う
ち
、
ど
の
く
ら
い
を
借

金
の
返
済
に
充
て
て
い
る
か
を
示

す
も
の
で
、
一
部
事
務
組
合
、
広

域
連
合
な
ど
の
返
済
に
対
す
る
負

担
も
計
上
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
11
・
0
％
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
と
平
成
20
年

度
（
11
・
7
％
）
、
平
成
19
年
度

（
14
・
4
％
）
の
3
ヵ
年
を
平
均

し
、
12
・
3
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
早
期
健
全
化
基
準

（
25
・
0
％
）
や
財
政
再
生
基
準

（
35
・
0
％
）
と
照
ら
し
て
低
い

値
で
あ
り
、
ま
た
、
地
方
債
の
発

行
に
つ
い
て
総
務
大
臣
な
ど
の
許

可
が
必
要
と
な
る
基
準
（
18
・
0

％
）
よ
り
も
低
い
値
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
将
来
負
担
比
率

　

い
わ
ゆ
る
ス
ト
ッ
ク
の
指
標
と

し
て
、
一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負

担
す
べ
き
地
方
債
や
債
務
負
担
行

為
な
ど
の
実
質
的
な
負
債
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
あ
り
、

一
般
会
計
に
加
え
公
営
事
業
会
計
、

一
部
事
務
組
合
、
広
域
連
合
、
地

方
三
公
社
、
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど

を
含
め
た
全
体
の
実
質
的
な
負
担

を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
な
ど
が
抱
え
て
い
る
負

債
が
、
一
般
会
計
な
ど
の
標
準
的

な
年
間
収
入
の
何
年
分
か
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
2
・
0
％
と
な

り
、
早
期
健
全
化
基
準
と
照
ら
し

て
問
題
の
な
い
値
と
な
り
ま
し
た
。

◆
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
公
営

企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収

入
な
ど
の
規
模
と
比
較
し
、
経
営

状
況
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。

中
川
町
で
は
、
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
と
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
い
ず
れ
の
会
計

も
資
金
不
足
が
な
い
た
め
、
こ
の

比
率
は
算
出
さ
れ
な
い
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
1

2　

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率

◆
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
実
質
赤
字
額

（
歳
入
総
額

歳
出
総
額
）
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
、

黒
字
か
赤
字
か
を
判
断
す
る
指
標

で
す
。

　

平
成
21
年
度
は
赤
字
で
は
な
い

た
め
、
こ
の
比
率
は
算
出
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

公
営
事
業
会
計
（
各
特
別
会
計
）

を
含
め
た
す
べ
て
の
会
計
を
連
結

し
た
実
質
赤
字
額
（
ま
た
は
資
金

の
不
足
額
）
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
、
こ
の
指
標
に
よ

っ
て
、
国
民
健
康
保
険
や
簡
易
水

道
事
業
な
ど
の
公
営
事
業
会
計
を

含
め
た
中
川
町
全
体
の
財
政
運
営

状
況
が
わ
か
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
赤
字
で
は
な
い

た
め
、
本
比
率
は
算
出
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
元

利
償
還
金
と
準
元
利
償
還
金
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

1　

総
括

健全化判断比率

資金不足比率

会　　計　　名 経営健全化基準

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

平成21年度算定値 早期健全化基準 財政再生基準

20.00

40.00

35.0

設定なし

20.0

15.00

20.00

25.0

350.0

－

－

12.3

2.0

平成21年度算定値

－

－

※実質赤字比率と連結赤字比率は、赤字でない限り比率がないものとされます（「－」と表示）。【単位：％】

※資金不足比率は、資金不足が発生しない限り比率がないものとされます（「－」と表示）。　　【単位：％】

平
成
21
年
度
算
定
結
果



広報なかがわ
2010. 11月号 ６

◆
一
般
の
部

〈
最
優
秀
賞
・
茂
吉
記
念
賞
〉

　

天
北
の
真
青
な
空
を
突
き
刺
し
て
え
ぞ
に
ふ
咲
け
り
幹
た
く
ま
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
市　

服
部　

十
郎

〈
優
秀
賞
〉

　

窓
の
辺
に
妻
と
落
日
追
ひ
な
が
ら
胸
に
手
合
わ
す
今
日
の
平
穏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
市　

作
田　

栄
蔵

　

ご
め
ん
ね
と
若
い
獣
医
師
涙
し
て
牛
の
こ
う
べ
に
手
を
差
し
伸
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砂
川
市　

鹿
野　

嘉
子

　

姿
見
の
池
に
映
り
し
旭
岳
か
す
か
に
揺
れ
て
夫
も
わ
た
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭
川
市　

湯
浅　

純
子

　

も
も
の
実
の
和
毛
に
露
の
宿
る
夜
も
心
を
病
み
て
母
は
眠
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帯
広
市　

松
浦　

澄
子

◆
小
中
高
の
部

〈
最
優
秀
賞
・
志
文
内
賞
〉

　

色
駆
け
る
白
い
カ
ン
バ
ス
青
い
ふ
で
手
元
の
パ
レ
ッ
ト
虹
ひ
ろ
が
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
威
子
府
村
立
お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
等
学
校
三
年　

髙
澤　
　

皓

〈
優
秀
賞
〉

　

ひ
ま
わ
り
の
花
が
咲
く
の
を
楽
し
み
に
父
と
二
人
で
今
日
も
水
や
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
立
中
央
小
学
校
四
年　

菊
田　

詩
乃

　

ど
ん
ど
ん
と
ほ
り
す
す
ん
だ
よ
土
の
中
女
王
あ
り
の
し
り
が
細
長
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
唄
市
立
美
唄
中
央
小
学
校
三
年　

蝦
名　

海
飛

　

卒
業
し
あ
な
た
が
い
な
い
通
学
路
私
は
い
つ
も
見
て
し
ま
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
立
中
川
中
学
校
三
年　

田
中　

爽
太

　

「
あ
り
が
と
う
」
こ
の
一
言
を
伝
え
た
い
照
れ
て
言
え
な
い
親
へ
の
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
立
中
川
中
学
校
三
年　

中
村　

桃
香

　

他
の
子
は
ぼ
や
け
て
見
え
る
な
ん
で
だ
ろ
う
あ
な
た
の
こ
と
は
は
っ
き
り
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

士
別
市
立
士
別
南
中
学
校
二
年　

石
川　

磨
歩

　

い
つ
ま
で
も
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
い
帰
り
道
自
然
と
歩
幅
せ
ま
く
な
っ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

士
別
市
立
士
別
南
中
学
校
二
年　

中
村　

美
耶

　

目
が
合
え
ば
そ
っ
と
ほ
ほ
え
む
君
を
見
て
我
の
心
に
花
火
が
上
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
中
川
商
業
高
等
学
校
一
年　

岡
本　

紗
綺

　

夕
焼
け
に
西
日
が
差
し
込
む
部
屋
の
中
ギ
タ
ー
の
影
が
青
春
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
中
川
商
業
高
等
学
校
二
年　

峯
田　

佳
祐

　

裸
木
が
葉
に
色
の
せ
る
季
節
に
は
ソ
ー
ダ
水
の
あ
わ
が
は
じ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
威
子
府
村
立
お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
等
学
校
二
年　

石
川　
　

彩

　

母
よ
り
も
大
き
く
な
っ
た
私
の
手
け
れ
ど
か
な
わ
ぬ
大
き
な
温
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
威
子
府
村
立
お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
等
学
校
二
年　

小
林　

ち
ほ

　

朝
の
日
の
さ
し
こ
む
時
に
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
落
と
し
眠
る
ぼ
く
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
威
子
府
村
立
お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
等
学
校
二
年　

中
泉　
　

遥

〈
佳
作
（
町
内
の
受
賞
者
）〉

　

夜
の
星
キ
ラ
キ
ラ
光
る
ほ
う
石
だ
星
が
た
く
さ
ん
か
が
や
い
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
立
中
央
小
学
校
四
年　

加
藤　

夕
季

　

ゆ
め
の
中
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
と
ピ
ッ
チ
ン
グ
目
ざ
め
た
時
は
も
う
い
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
立
中
央
小
学
校
四
年　

仙
頭　

拓
海

　

夕
や
け
を
ず
っ
と
見
て
る
と
い
つ
の
ま
に
家
に
つ
い
て
た
明
日
は
い
つ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
立
中
央
小
学
校
六
年　

田
中　

祐
香

　

紅
葉
は
空
か
ら
落
ち
る
あ
か
い
は
ね
夕
陽
の
よ
う
な
き
れ
い
な
色
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
立
中
央
小
学
校
六
年　

山
本
華
菜
子

　

ボ
ン
ボ
ン
と
ゆ
か
に
お
ち
た
ボ
ー
ル
の
音
み
ん
な
で
つ
な
い
だ
だ
い
じ
な
一
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
立
中
川
中
学
校
二
年　

岡
本　

華
果

　

ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
て
な
が
め
た
空
の
色
今
日
も
一
日
の
り
こ
え
ら
れ
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
立
中
川
中
学
校
二
年　

加
藤　

祐
里

　

桃
色
の
桜
が
ひ
ら
り
舞
っ
て
い
る
似
合
っ
て
る
か
な
制
服
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
町
立
中
川
中
学
校
二
年　

立
松　
　

藍

　

親
友
に
助
け
て
も
ら
い
気
づ
い
た
よ
私
は
い
つ
も
一
人
じ
ゃ
な
い
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
中
川
商
業
高
等
学
校
一
年　

木
元　

有
紗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー　

☎
8
|
5
1
3
3

斎
藤
茂
吉
記
念
第
十
七
回
中
川
町
短
歌
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

入
賞
作
品
を
発
表
し
ま
す

斎
藤
茂
吉
記
念
第
十
七
回
中
川
町
短
歌
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

入
賞
作
品
を
発
表
し
ま
す



公民館図書室公民館図書室
の

公公公公公公公公 図書室民館民館館公民公民公公 室室室公民館図書室図書室館館館民民民民館図書室室公公民民民館館館館図図公民館図書室公民館図書室
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おすすめおすすめおすすめ

　息子は１歳の誕生日をむかえたばかりで
眠るように死んだ。幼い息子を喪った父、
「その日」を前にした母に寄り添う少女。
生と死がこだまするふたりの巡礼の旅。再
生への祈りを込めた長編小説。

　幸せはあなたのすぐそばにたくさんこぼ
れているのです。幸せとは卑怯なかたち、
既成概念から抜け出す、恋愛という自己改
革など、身近に潜んでいる幸せをつかむ方
法と考え方を説く。

　若い日に踏み出した一歩が、ケニアの村
での図書館づくりにつながった。子どもの
本の世界で活躍する著者が、アフリカとの
30年を越すつきあいを愛をこめて綴る。

　これから年金を受給する人が抱いている、
年金額に関するギモン。２万件以上の年金
相談を手がけた著者が、年金の仕組みと手
続きを単刀直入に解説する。

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
|
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
―
2
8
5
0
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕

重
ね
て
は
ゼ
ロ
か
ら
始
ま
る
月
の
齢　

銀
か
ら
蒼
の
鱗
に
変
え
て　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
仁
美

趣
味
あ
り
て
良
き
友
あ
り
て
今
日
も
ま
た
満
た
さ
れ
生
き
る
命
長
か
れ　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

網
走
に
姿
か
わ
ら
ぬ
帽
子
岩　

移
り
ゆ
く
世
を
黙
し
て
語
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

膝
を
抱
き
目
を
閉
じ
て
湯
に
ひ
た
り
を
り
母
の
齢
を
は
る
か
に
越
え
て　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

し
た
事
と
し
な
か
っ
た
事
へ
の
悔
恨
は
同
じ
重
さ
と
秋
風
が
云
う　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

敏
章

鍋
蓋
を
ひ
と
つ
玩
具
に
遊
ぶ
子
の
い
じ
ら
し
さ
に
ふ
と
過
ぎ
し
日
を
し
の
ぶ　
　
　
　

千
葉　

征
子

そ
の
齢
で
生
に
未
練
が
あ
る
ら
し
く
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
今
日
も
飲
み
を
り　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ギ
ボ
ウ
シ
の
葉
陰
に
潜
む
丸
い
目
の
蜥
蜴
に
問
い
ぬ
「
お
齢
は
い
く
つ
」　
　
　
　
　

山
内　

智
子

齢
に
は
不
足
な
け
れ
ど
我
は
ま
だ
病
み
た
く
は
な
し
如
何
に
生
き
ん
か　
　
　
　
　
　

山
内
ミ
ツ
ヱ

幼
き
日
み
ん
な
で
遊
ん
だ
こ
の
浜
辺　

沈
む
夕
日
に
想
い
あ
ふ
れ
る　
　
　
　
　
　
　

山
下　

博
子

千
二
百
年
の
樹
齢
重
ね
る
御
神
木
を
吾
は
拝
め
り
豊
富
町
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　
　

昇

〔
俳　

句
〕

門
口
に
干
す
ベ
ビ
ー
靴
天
高
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

征
子

合
掌
の
翅
ふ
る
は
せ
て
秋
の
蝶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

て

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸
「
き
み
去
り
し
の
ち
」

重
松　

清　
著

「
幸
せ
上
手
」渡

辺
淳
一　
著

「
ス
ッ
キ
リ
わ
か
る
年
金

の
し
く
み
と
手
続
き
」

服
部
営
造　
監
修

児
童
書

「
ど
う
し
て
ア
フ
リ
カ
？

ど
う
し
て
図
書
館
？
」

さ
く
ま
ゆ
み
こ　
著

７ 広報なかがわ
2010. 11月号
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現
在
、
日
本
で
は
毎
年
3
万

5
0
0
0
人
が
乳
が
ん
と
診
断

さ
れ
、
1
万
人
近
く
が
死
亡
し

て
い
ま
す
。

　

近
年
、
30
歳
代
後
半
か
ら
か

か
る
率
と
死
亡
率
が
と
も
に
増

え
て
お
り
、
30
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
働
き
盛
り
の
女
性
の
死
因

の
第
1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
、
乳
腺
に
で
き
る

悪
性
の
腫
瘍
で
す
。
女
性
の
が

ん
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で

す
が
、
ま
れ
に
男
性
に
も
発
症

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
は
、
し
こ
り
の
ほ
か
、

が
ん
が
皮
膚
の
近
く
ま
で
達
す

る
と
え
く
ぼ
の
よ
う
な
く
ぼ
み
、

皮
膚
の
赤
い
腫
れ
や
た
だ
れ
が

見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

が
ん
細
胞
が
比
較
的
小
さ
い

時
期
か
ら
リ
ン
パ
や
血
液
の
流

れ
に
乗
っ
て
、
肺
、
肝
臓
、
骨

な
ど
、
乳
房
か
ら
離
れ
た
臓
器

に
転
移
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
、
乳
房
切
除
に
よ

っ
て
外
見
に
大
き
な
影
響
が
及

ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
期
発

見
が
で
き
れ
ば
乳
房
を
温
存
し

た
り
体
に
負
担
の
少
な
い
手
術

が
可
能
で
、
し
か
も
完
治
で
き

る
率
も
高
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
早
期
発
見
が
治
療
の
方

向
を
決
め
る
と
も
い
え
ま
す
。

　

町
の
乳
が
ん
検
診
は
、
問
診
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
の
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
と
視
触
診
を

行
い
ま
す
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
視
触

診
で
は
わ
か
ら
な
い
乳
房
内
部

の
微
小
な
が
ん
の
発
見
が
可
能

で
す
が
、
乳
腺
の
発
達
し
て
い

る
閉
経
前
の
女
性
は
小
さ
な
影

が
見
え
に
く
い
こ
と
が
あ
る
の

で
、
視
触
診
も
行
い
ま
す
。

　

早
期
発
見
と
治
療
の
た
め
に

2
年
に
1
回
の
受
診
を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
に
な
り

や
す
い
項
目
（
左
下
の
囲
み
参

照
）
に
当
て
は
ま
る
30
歳
以
上

で
ま
だ
受
診
し
た
こ
と
の
な
い

方
は
、
特
に
受
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
検
診
ま
で
に
し

こ
り
な
ど
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
乳
腺
外
科
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

に
寝
て
指
の
腹
で
調
べ
る
）

・
乳
首
を
軽
く
つ
ま
み
、
分
泌

　

物
が
出
な
い
か

を
毎
月
の
生
理
後
4
〜
5
日
目

（
閉
経
し
た
人
は
毎
月
1
回
、

日
を
決
め
て
）
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
己
検
診
と

2
年
に
1
回
の
受
診
で
早
期
発

見
と
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う

（
自
己
検
診
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
）。

　

乳
が
ん
は
、
自
分
で
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
が
ん
で
も
あ

り
ま
す
。
が
ん
が
5
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
か
ら
1
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
大
き
さ
に
な
る
と
、
触
っ
て

も
わ
か
る
し
こ
り
に
な
り
ま
す
。

・
乳
房
の
形
や
皮
膚
の
変
化
は

　

な
い
か

・
し
こ
り
は
な
い
か
（
仰
向
け

◆性ホルモン（エストロゲン）の影響
　・初経年齢が10歳以下
　・初産年齢や閉経年齢が遅い
　・出産や授乳をしたことがない
　・経口避妊薬を使ったことがある
　・閉経後、ホルモン補充療法をした
◆体格
　・身長が高い
　・閉経後に太った
◆食生活
　・ふだんお酒を飲む
◆その他
　・父母や子どもが乳がんにかかった
　・良性の乳腺疾患がある（あった）

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

【
今
月
の
テ
ー
マ
】 

　
　

乳
が
ん
の
予
防

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

乳
が
ん
の
動
向

乳
が
ん
と
は

早
期
発
見
の
た
め
に
は

定
期
的
に
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

乳
が
ん
と
は

乳がんになりやすい人



９ 広報なかがわ
2010. 11月号

旬
の
食
材
で
旬
レ
シ
ピ
⑤

　

旬
の
食
材
は
、
1
年
の
中
で
最

も
栄
養
価
が
す
ぐ
れ
て
お
り
、
私

た
ち
の
か
ら
だ
に
そ
の
時
期
必
要

な
栄
養
素
が
た
っ
ぷ
り
と
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
中
川
町
で
も
家
庭
菜

園
な
ど
で
作
ら
れ
て
い
る
「
玉
ね

ぎ
」
を
使
っ
た
簡
単
レ
シ
ピ
を
紹

介
し
ま
す
。

【つくり方】
①玉ねぎ、りんご、にんにくをすりおろす。
②①とその他の材料を全て小鍋に入れ、一度沸騰させ、弱火
　で1～2分火にかける。
③粗熱をとって、できあがり。

　玉ねぎの辛味が強い場合は、りんごの量を増やすと食べや
すくなります。

【材料（小ビン1つ分）】
　玉ねぎ……1個半（150g）
　りんご……1/4個（50g）
　にんにく…1/2片
　しょう油…大さじ2
　酒…………大さじ2
　みりん……大さじ2

大さじ1（15グラム）当たり：エネルギー15kcal　　たんぱく質0.3g　　脂質0g
　　　　　　　　　　　　　　塩分0.3g

玉 ね ぎド レ ッ シ ン グ

玉ねぎのあれこれ

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

　　豚肉や鶏肉のソテー（焼
　いたもの）とからめたり、じ
ゃがいも、人参、ブロッコリーな
どの温野菜とよく合います。ノン
オイルなので、ドレッシング代わ
　りに使ってもヘルシーです。

　玉ねぎの特徴的な成分は、ねぎやにんにくにも含まれている「硫化アリル」です。
独特の辛味と香りをもち、切ったりおろしたりして細胞が壊れると「目がしみる」
のはこれが原因です。硫化アリルは、消化液の分泌を促し、新陳代謝を活発にしま
す。また、抗酸化作用やガン抑制効果などもあるといわれています。さらに、ビタ
ミンB1も含まれ、硫化アリルとともに疲労回復の効果があります。一方、玉ねぎ
の皮の近くには「ケルセチン」というポリフェノールが含まれ、血液をサラサラに
し、コレステロールの酸化を防いで動脈硬化の予防が期待できます。

です。
る」
ま
タ



広報なかがわ
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問い合わせ先　中川町地域子育て支援センター「まめちょ」　☎・FAX 7－2022

10

こんにちは 「まめちょ」です中川町地域子育て支援センター

遊び場開放　　月・火　10：00～12：00　13：00～16：00
　　　　　　　　金 　10：00～12：00
　場　　所　　　児童センター（旧幼稚園）
今月の開放日　　5日・8日・9日・12日・15日・16日・19日・22日・
　　　　　　　　26日・29日・30日

＊日程・内容などは変更になることがあります。

《11月の活動予定》
場　　所 内　　　　　　容

幼児センター開放
9：30～11：30

幼児センター発表会
9：15～11：30

子育て講座　「家族の料理がまるごとできる乳幼児向けアレンジ料理」
10：00～12：00

8日（月）
児童センター

9日（火）
幼児センター

11日（木）
児童センター

25日（木）
児童センター

14日（日）
山村開発センター
18日（木）
児童センター

すくすく相談会
保健師、栄養士が育児相談などを行います

13：30～15：00

あそびの広場　「作って遊ぼう」
10：10～12：00

サークル　「アンパンマンキャラクターバッグづくり」
10：00～12：00

　

秋
が
深
ま
り
、
な
な
か
ま
ど
の
実
も
す
っ
か
り
赤
く
色
づ
き
ま
し
た
。
紅
葉
も
見
ご
ろ
を

終
え
、
色
と
り
ど
り
の
葉
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
舞
う
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
歩
く
た
び
に
カ

サ
カ
サ
と
音
を
た
て
て
く
れ
る
落
ち
葉
に
、
秋
の
香
り
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
も
う
雪
の
こ

と
を
考
え
始
め
て
い
ま
す
。
冬
支
度
の
た
め
に
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
2
ヶ
月
余
り
と
な
り
、
気
忙
し
く
も
な
り
ま
す
ね
。
時
に
は
、

ほ
っ
と
一
息
つ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
月
は
、
左
の
と
お
り
活
動
を
予
定
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
、
美
深
町
の
天
塩
川
の
河
川
敷

で
土
砂
を
掘
削
す
る
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
神
路
地

区
と
美
深
町
の
間
の
国
道
40
号
を
多
く
の
ダ
ン
プ
が
走
行
し
て
い
ま

す
。

　

ダ
ン
プ
が
走
行
す
る
区
間
を
通
る
と
き
は
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
工
事
は
、
平
成
23
年
3
月
中
旬
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

旭
川
開
発
建
設
部　

名
寄
河
川
事
務
所　

工
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
1
6
5
4
―
3
―
3
1
7
7

国
道
40
号
を
通
る
と
き
は

　

ダ
ン
プ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

10日（水）
児童センター

あそびの広場　「簡単小物づくり」
10：00～11：30

（1歳6ヶ月までのお子さんの家族と妊婦対象）



9月13日●農 業 委 員 会 総 会
　　　　●食育推進連携会議
9月14日●議 会 運 営 委 員 会
9月21日●議 会 運 営 協 議 会

9月21日、22日、28日
　　　　●第３回定例町議会
9月27日、28日
　　　　●町議会決算審査特別委員会
9月29日●教 育 委 員 会 議
10月4日●町営牧場運営委員会
　　　　●就 学 指 導 委 員 会

11 広報なかがわ
2010. 11月号

火災・救急
出動件数

火災出動　2件
救急出動　44件
平成22年9月30日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

1
1
9
番
の
日
は
、
広
く
地
域
住
民
に
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
11
月
9
日
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
火
事
」
の
と
き
も
「
救
急
」
の
と
き
も
1
1
9
番
に
通
報
で
す
。

ご
家
庭
の
電
話
や
公
衆
電
話
か
ら
1
1
9
番
通
報
す
る
と
中
川
消
防
支

署
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
名
寄
市
・
下
川
町
・
美
深
町
・
音
威
子
府
村
・
中
川
町

で
携
帯
電
話
か
ら
1
1
9
番
通
報
す
る
と
名
寄
消
防
の
通
信
指
令

室
に
つ
な
が
り
ま
す
。
電
話
で
最
初
に
発
生
場
所
（
例
、
中
川
町

で
す
。
）
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
通
信
員
が
発
生
場
所
の
消
防
署

に
転
送
し
ま
す
。

①
正
し
く
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
。

　

（
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
1
･
1
･
9
）

②
火
事
か
救
急
か
伝
え
る
。

③
状
態
や
場
所
を
伝
え
る

　

（
住
所
や
発
生
場
所
が
わ
か
ら
な
い
時
は
、
周
囲
の
目
立
つ

　

建
物
な
ど
目
標
物
を
伝
え
る
。）

④
そ
の
他
、
署
員
の
問
い
か
け
に
で
き
る
だ
け
正
確
に
答
え
る
。

⑤
最
後
に
自
分
の
名
前
と
通
報
に
使
用
し
て
い
る
電
話
番
号
を

　

伝
え
る
。

１１
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
―
2
1
1
9
番
ま
で

議会・各種委員会の
開催状況

火事と救急は119番

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄

付・
母
（
ミ
サ
子
様
）
死
去
に
際
し

て　

札
幌
市　

賴
成　

健
一　

様

・
夫
（
千
代
松
様
）
死
去
に
際
し

て　
　
　
　
　

鎌
田　

久
子　

様

・
離
町
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

御
囲　

信
春　

様

・
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に

北
海
道
丸
太
押
し
相
撲
大
会
優
勝

カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
ク
ラ
ブ　

様

　
　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）　

様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄

贈
　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方

々
よ
り
「
志
」

　
　
　
　

公
明
党
中
川
支
部　

様

　
　
　
　
　
　

吉
江　

幸
雄　

様

　
　
　
　
　
　

高
倉　
　

敏　

様

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　

申
し
上
げ
ま
す

中
川　

鎌
田
千
代
松　

様
（
81
歳
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

菊
地　

真
也　

様
（
2　

区
）

若
林
真
由
美　

様
（
1　

区
）

１１
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
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平成22年度
中川町立歯科診療所
洗浄技工室備品購入

平成22年度
中川町立歯科診療所
外構工事

平成22年度
佐久簡易水道浄水場
仕切弁取替工事

平成22年度
北1丁目1号線
道路改良工事

平成22年度
農業用施設災害
佐久地区排水路
埋塞土除去工事

平成22年度
農業用施設災害
安川地区排水路
埋塞土除去工事

平成22年度
中川中学校防水
緊急補修工事

工事・業務名
入札結果

第1回入札金額（円）
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間 備　考入札参加業者

（※落札業者）

随意契約

入　札

随意契約

入　札

入　札

入　札

入　札

着手　平成22年9月9日

納入期限
　　　平成22年10月12日

外構、自立看板一式

真空加圧鋳造器１台、卓
上型スチームクリーナー
１台、技工用リング焼却
炉１台、ペンシルプラス
ター１台、技工用電気レ
ーズ１個、石膏自動練和
器１台、技工用トリマー
１台、加工用真空攪拌器
１台、他一式

竣工　平成22年10月29日

仕切弁取替一式

着手　平成22年9月9日

竣工　平成22年9月30日

工事延長38ｍ
車道幅員5.5ｍ
歩道2.0ｍ

着手　平成22年9月17日

竣工　平成23年1月20日

埋塞土除去184㎥

埋塞土除去　324㎥

屋上塔屋及び渡り廊下
外壁補修一式、
集合煙突補修一式

着手　平成22年9月17日

竣工　平成22年10月20日

2,643,900

2,992,500

1,722,000

30,240,000

714,000

829,500

3,990,000

予定価格（円）

3,101,175

3,055,500

1,778,700

31,174,500

732,900

856,800

4,063,500

85.3％

97.9％

96.8％

97.0％

97.4％

96.8％

98.2％

着手　平成22年9月17日

竣工　平成22年10月25日

着手　平成22年9月17日

竣工　平成22年10月20日

9月の入札・契約結果

※㈱内田歯科材料店

※植村技建㈲

㈲佐藤組

吉川組

㈱北部興業

※㈱中川水道

※大永建設㈱

㈱中川阿部建設

㈱常盤天塩川建設

※植村技建㈲

㈱北部興業

吉川組

㈲佐藤組

※㈲佐藤組

㈱北部興業

吉川組

植村技建㈲

※㈱高組

㈱橋本川島コーポレーション

㈱廣野組

2,518,000

2,850,000

2,860,000

2,890,000

2,900,000

1,640,000

28,800,000

29,300,000

29,550,000

680,000

690,000

695,000

730,000

790,000

820,000

835,000

850,000

3,800,000

4,000,000

4,100,000
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問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2811

平成22年度
北1丁目1号線
振動調査委託業務

平成22年度
北1丁目1号線
水道管移設補償工事

平成22年度
教員住宅トイレ
改修工事

平成21年度
中川保育所線支線
道路改良工事

工事・業務名
入札結果

第1回入札金額（円）
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間 備　考入札参加業者

（※落札業者）

入　札

入　札

入　札

入　札

着手　平成22年9月17日

着手　平成22年9月21日

完了　平成23年1月20日

水道管移設88.6ｍ

振動調査3地点

竣工　平成22年11月30日

4棟4戸トイレ改修一式

着手　平成22年9月17日

竣工　平成22年10月29日

工事延長60ｍ
車道幅員4.0ｍ

着手　平成22年9月21日

竣工　平成22年12月10日

1,785,000

3,465,000

1,186,500

7,224,000

予定価格（円）

1,911,000

3,570,000

1,218,000

7,329,000

93.4％

97.1％

97.4％

98.6％

※㈱ズコーシャ札幌支社

㈱三洋コンサルタント

パブリックコンサルタント㈱

和光技研㈱

※㈱中川水道

㈱常盤天塩川建設

大永建設㈱

※天塩川工業㈱

㈲大須賀工務店

吉川組

㈲佐藤組

※吉川組

㈱北部興業

植村技建㈲

㈲佐藤組

1,700,000

1,740,000

1,750,000

1,800,000

3,300,000

3,320,000

3,340,000

1,130,000

1,140,000

1,160,000

1,180,000

6,880,000

6,900,000

6,930,000

6,950,000



　

8
月
以
降
、
振
り
込
め
詐
欺
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
主
な
手
口

は
、

●
オ
レ
オ
レ
詐
欺
＝
息
子
を
名
乗
り
「
株
で
失
敗
し
た
。
借
金
返

　

済
の
た
め
に
お
金
が
必
要
。
」
と
だ
ま
す
。

●
還
付
金
詐
欺
＝
日
本
年
金
機
構
の
職
員
を
名
乗
り
、
特
別
給
付

　

金
が
出
る
の
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振
り
込
み
を
さ
せ
る
。

　

振
り
込
む
前
に
、
ま
ず
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
運
動
は
、
道
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
を
自
ら
の

こ
と
と
と
ら
え
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
や
思
い
や
り
の
あ
る
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
が
主
体
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
習
慣
づ
け
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
高
齢
者
の
事
故
防
止
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩

行
者
・
自
転
車
の
事
故
防
止
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止
、
交
差
点

の
交
通
事
故
防
止
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

期
間
は
、
11
月
12
日
か
ら
21
日
ま
で
の
10
日
間
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

美
深
警
察
署　

☎
2
|
1
1
1
0

　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
|
2
0
1
9

　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
|
5
0
7
1

　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

駐 在 所
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遠藤美智さん（77歳）

喜寿おめでとうございます

永澤京子さん（77歳）

ご
長
寿
さ
ん

ま
ち
の
ご
長
寿
さ
ん

ま
ち
の
ご
長
寿
さ
ん

ま
ち
の

&

赤
ち
ゃ
ん

赤
ち
ゃ
ん

赤
ち
ゃ
ん

お父さん　貴博さん
お母さん　美香さん

鈴木優貴乃ちゃん
ゆ き の

平木民雄さん（77歳）

ス
ト
ッ
プ
振
り
込
め
詐
欺

ス
ト
ッ
プ
振
り
込
め
詐
欺

冬
の
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す

冬
の
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す

ス
ト
ッ
プ
振
り
込
め
詐
欺

冬
の
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す



　

老
齢
年
金
で
そ
の
年
に
支
払
い
を
受
け
る
年
金
額
が
一
定
額
以
上

の
場
合
、
各
支
払
い
月
に
支
払
わ
れ
る
額
か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
す
。

　

65
歳
未
満
の
方
は

　
　

年
金
額
1
0
8
万
円
以
上

　

65
歳
以
上
の
方
は

　
　

年
金
額
1
5
8
万
円
以
上

　

（
こ
の
年
金
額
よ
り
少
な
い
方
は
、
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
）

　

そ
の
た
め
、
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
各
種
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
毎
年
「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告

書
」
の
は
が
き
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
告
書
の
ハ

ガ
キ
は
、
対
象
者
へ
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。

　

各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
に
も
、
忘
れ
ず
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　
　
　
　

☎
0
5
7
0
―
0
5
―
1
1
6
5

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」の
提
出
を

　
　
　
　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す
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会
社
を
退
職
し
た
と
き
、
自
営

業
を
始
め
た
と
き
、
一
定
額
を
超

え
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
と
き
な

ど
は
、
国
保
に
加
入
の
届
け
出
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
就
職
や
転
職
を
し
て
職

場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た

と
き
な
ど
は
、
国
保
を
や
め
る
届

け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
は
忘
れ
ず
に

14
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

国
保
に
加
入
す
る
と
き

　

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を

　
　

や
め
た
と
き

　

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し

　
　

て
き
た
と
き

　

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

　

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な

　
　

っ
た
と
き

■
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

届
け
出
を
し
た
日
か
ら
で
は
な
く
、

加
入
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の

加
入・喪
失
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に
！

加
入・喪
失
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に
！

加
入・喪
失
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に
！

ぼ
っ
て
国
保
税
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

国
保
を
や
め
る
と
き

　

・
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

　
　

し
た
と
き

　

・
他
の
市
町
村
に
転
出
す
る

　
　

と
き

　

・
国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡

　
　

し
た
と
き

　

・
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う

　
　

に
な
っ
た
と
き

■
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
を
や
め
る
届
け
出
を
せ
ず

に
国
保
の
保
険
証
で
医
療
を
受
け

る
と
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費

を
あ
と
で
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
保
と
職
場
の

健
康
保
険
の
保
険
料
（
税
）
を
二

重
に
支
払
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ
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■
支
援
の
申
し
込
み
受
付
締
切

　

12
月
28
日
（
消
印
有
効
）

　

天
候
不
順
な
ど
の
理
由
で
支
援

が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
注
意
事
項

　

支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
自
分

で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
の

費
用
を
清
算
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

　

援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
5
7
0
―
0
3
3
8
4
0

　

石
綿
を
吸
い
込
ん
だ
こ
と
に
よ

り
発
症
す
る
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な

ど
の
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
い
込
ん

で
か
ら
発
症
す
る
ま
で
に
非
常
に

長
い
期
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

労
働
者
が
仕
事
に
よ
り
石
綿
を
吸

い
込
み
病
気
に
な
っ
て
も
、
病
気

の
原
因
が
仕
事
に
あ
っ
た
こ
と
を

医
師
も
本
人
も
気
づ
き
に
く
か
っ

た
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

仕
事
が
原
因
で
石
綿
に
よ
る
疾
病

に
か
か
り
死
亡
し
た
労
働
者
の
遺

族
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ
く

遺
族
補
償
給
付
が
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
労
働
者
が
死
亡
し
た
日
の
翌

日
か
ら
5
年
を
経
過
す
る
と
、
遺

族
補
償
給
付
は
時
効
に
よ
り
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
石
綿
に
よ
る

健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
、
平
成
13
年
3
月
26

日
以
前
に
石
綿
に
よ
る
疾
病
を
発

症
し
、
死
亡
し
た
労
働
者
の
遺
族

で
労
災
保
険
法
の
遺
族
補
償
給
付

を
受
け
る
権
利
が
時
効
に
よ
り
消

滅
し
た
方
に
対
し
て
は
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求

期
限
は
、
平
成
24
年
3
月
27
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
心
当

た
り
の
あ
る
方
は
、
早
急
に
労
働

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部

　
　
　
　
　
　
　
　

労
災
補
償
課

☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
3
1
1

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
の

生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
な
ど

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直

接
管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業

に
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
「
未
手
続

事
業
の
一
掃
」
を
年
間
を
通
じ
た

主
要
課
題
と
位
置
づ
け
た
上
で
、

11
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
」
と
し
、
集
中
的
に
広
報

活
動
を
展
開
し
、
労
働
保
険
制
度

の
よ
り
い
っ
そ
う
の
理
解
と
周
知

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
と
な
る
よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
速
や
か
に
労
働
基
準
監
督
署

ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
で
ご
相

談
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

名
寄
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
3
1
8
6

名
寄
公
共
職
業
安
定
所

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
4
3
2
6

　

最
近
、
企
業
活
動
や
観
光
を
目

的
と
し
て
、
ロ
シ
ア
の
出
入
域
手

続
き
に
従
っ
て
北
方
領
土
へ
入
域

し
て
い
た
事
実
が
確
認
さ
れ
ま
し

■
資　

格

　

平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
で
15

　

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

■
身　

分

　

特
別
職
国
家
公
務
員
（
生
徒
）

　
　
　

自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん

■
高
校
教
育

　

横
浜
修
悠
館
高
等
学
校
（
通
信

　

制
）
に
入
学
し
、
生
徒
課
程
修

　

了
時
に
高
等
学
校
の
卒
業
資
格

　

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■
居
住
場
所

　

武
山
駐
屯
地
（
神
奈
川
県
横
須

　

賀
市
御
幸
浜
2
―
1
）

■
休　

日

　

週
休
2
日
制
（
祝
日
、
年
末
年

　

始
、
夏
季
休
暇
）

■
給　

与

　

生
徒
手
当
＝
月
額
9
万
4
9
0

　

0
円

　

ボ
ー
ナ
ス
年
2
回
（
6
月
、
12

　

月
）

■
待　

遇

　

食
事
、
制
服
類
、
寝
具
は
、
支

　

給
ま
た
は
貸
し
出
し

■
受
付
期
間

　

平
成
22
年
11
月
1
日（
月
）〜
平

　

成
23
年
1
月
7
日（
金
）

■
試
験
日

　

平
成
23
年
1
月
22
日（
土
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄

出
張
所

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
3
9
2
1

名
寄
市
西
1
条
南
9
丁
目

■
対
象
と
な
る
世
帯

　

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助

　
　

を
受
け
て
い
る
世
帯

　

②
障
害
者
が
い
る
世
帯
で
、
か

　
　

つ
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課

　
　

税
の
措
置
を
受
け
て
い
る
世

　
　

帯

　

③
社
会
福
祉
施
設
に
入
居
し
、

　
　

自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
込
ん
で

　
　

い
る
世
帯

■
内　

容

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す

る
た
め
の
「
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

（
1
台
）」
を
無
償
給
付
し
、
訪
問

設
置
を
し
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
改
修

な
ど
が
必
要
な
場
合
に
は
無
償
で

行
い
ま
す
。
ま
た
、
共
同
受
診
施

設
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
改
修
経

費
の
う
ち
支
援
対
象
世
帯
が
負
担

す
る
額
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

総
務
省
で
は
地
デ
ジ
チ
ュ

ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
な
ど

の
支
援
を
し
て
い
ま
す

石
綿
に
よ
る
疾
病
に

気
づ
い
て
い
な
い
方
を

　
　
　

探
し
て
い
ま
す

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

の
生
徒
を
募
集
し
ま
す

11
月
は
労
働
保
険
適
用

　
　
促
進
強
化
期
間
で
す

北
方
四
島
へ
の
入
域
の

　
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す

お 知 ら せ
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
総
合
政
策
部
計
画
推
進
局

　
　
　
　

土
地
水
調
整
グ
ル
ー
プ

☎
0
1
1
―
2
3
1
―
4
1
1
1

　

相
続
や
贈
与
な
ど
に
よ
っ
て
取

得
し
た
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保

険
契
約
な
ど
に
よ
る
年
金
の
所
得

税
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
変
更
に
よ
っ
て
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://www.nta.go.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

名
寄
税
務
署

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
2
1
5
7

　

平
成
8
年
か
ら
町
民
の
意
見
を

参
考
に
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
る
よ
う
行
政
改
革
の

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
町
の

行
政
事
務
や
事
務
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
く

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職　

務

　

委
員
委
嘱
後
、
年
5
回
程
度
開

催
予
定
の
会
議
（
主
に
平
日
の
夜

間
）
で
行
政
改
革
に
関
す
る
意
見

を
い
た
だ
き
ま
す

■
任　

期

　

約
2
年
（
委
嘱
の
日
〜
平
成
24

年
3
月
）

■
応
募
資
格

　

中
川
町
在
住
で
、
町
の
課
題
に

理
解
が
深
く
、
平
成
22
年
10
月
1

日
現
在
20
歳
以
上
55
歳
以
下
の
方

■
募
集
人
数

　

2
名
程
度

■
募
集
期
間

　

平
成
22
年
11
月
1
日
〜
12
月
10

日■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
、
氏
名
、
応
募
理

由
（
動
機
、
抱
負
）
な
ど
を
簡
略

に
書
い
て
く
だ
さ
い

■
応
募
用
紙
の
配
布
場
所

　

役
場
2
階
総
務
課
企
画
財
政
室
、

図
書
室
（
中
川
、
佐
久
）

■
そ
の
他

　

応
募
者
が
多
い
場
合
は
、
希
望

に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
受
理
し
た
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
川
町
役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
1

　
　
　
　
　
　

FAX
7
―
2
5
9
4

た
。
平
成
元
年
9
月
19
日
の
閣
議

了
解
に
よ
り
、
北
方
領
土
問
題
の

解
決
ま
で
の
間
、
入
域
を
行
わ
な

い
よ
う
要
請
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

現
在
、
北
方
四
島
へ
の
入
域
は
、

日
ロ
両
国
政
府
に
よ
り
設
定
さ
れ

た
元
島
民
と
返
還
運
動
関
係
者
な

ど
を
主
体
と
す
る
い
わ
ゆ
る
ビ
ザ

な
し
交
流
、
北
方
墓
参
、
自
由
訪

問
、
緊
急
人
道
支
援
の
特
別
の
枠

組
み
に
よ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
以
外
の
ロ
シ
ア
当
局

の
査
証
の
発
給
を
受
け
て
の
入
域

な
ど
は
、
北
方
四
島
が
ロ
シ
ア
の

領
土
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
前
述
の
特
別
の
枠
組

み
に
よ
ら
な
い
北
方
四
島
へ
の
入

域
は
自
粛
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
総
務
部

　
　
　
　
　

北
方
領
土
対
策
本
部

☎
0
1
1
―
2
0
4
―
5
0
6
8

　

名
寄
調
停
協
会
で
は
、
簡
易
裁

判
所
の
取
り
扱
う
事
件
で
私
人
間

の
紛
争
に
関
す
る
交
通
事
件
、
金

銭
請
求
、
土
地
や
建
物
の
明
け
渡

し
請
求
、
サ
ラ
金
債
務
の
弁
済
協

定
な
ど
の
民
事
関
係
、
改
定
裁
判

所
の
取
り
扱
う
事
件
で
、
親
族
、

扶
養
、
相
続
な
ど
に
関
す
る
問
題

な
ど
に
無
料
調
停
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対

す
る
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

　

11
月
25
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
場　

所

　

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
藤
花

　
　
　
　
　
　
　

地
階
カ
イ
ザ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

名
寄
調
停
協
会
事
務
局

☎
0
1
6
5
4
―
3
―
3
3
3
1

　

地
価
調
査
は
、
国
土
利
用
計
画

法
施
行
令
に
基
づ
い
て
、
北
海
道

が
毎
年
度
7
月
1
日
を
基
準
日
と

し
て
、
道
内
1
7
9
市
町
村
の
正

常
な
価
格
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

中
川
町
で
は
、
役
場
2
階
総
務

課
企
画
財
政
室
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

17

無
料
調
停
相
談
会
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

平
成
22
年
度
北
海
道
地
価
調

査
書
を
公
表
し
て
い
ま
す

年
金
の
税
務
上
の
取
り
扱

い
が
変
わ
り
ま
し
た

中
川
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

中
川
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

　千葉　訓　中川町教
育委員会教育長が再任
されました。
　任期は、平成22年10
月１日から平成26年９
月30日までです。
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町の人口
（9月30日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,860人（－1）

914人（－2）

946人（＋1）

909戸（－1）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

　鮮魚店を営んでいた
山科繁昌さんが、幼児セ
ンターで鮭をさばく様子
を披露しました。尾頭付
きの鮭の大きさ、血まみ
れの作業に子どもたちは
驚きながらも、「命をい
ただく」ことの大切さを
目の当たりにしました。
さばいた鮭の切り身は、給食でおいしくいただきました。

　野村和子様に北海道社会貢献賞が贈られました。民生委員・児童委員と
して要保護世帯の援護と自立更正活動を献身的に行い、中川町社会福祉協
議会理事として地域福祉や在宅福祉の推進を讃えての受賞です。

永年の功績に表彰状
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